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1. 諸言 

 本研究は，「大学生アスリートはあがる

ことをどのように体験するのか」というリ

サーチ・クエスチョン(Research Question:
以下 RQ)を設定し，質的にアプローチした．

そこでは，大学生アスリートのあがること

についての語りから発展継承可能で有益

な仮説的知見を導き出すことを目的とし

た． 
2. 方法 

 インフォーマント（Informant:調査対象

者:以下 Inf.）は、スポーツ心理学概論を受

講している学生 350 名を対象としたアン

ケート調査をし，その中でインタビュー調

査に協力してくれる大学生アスリートを

募った．協力者 12 名（18~21 歳）に対し

1 人あたり 1 時間程度（1 対 1 形式）の半

構造化インタビューを実施する．分析方法

については，質的研究の代表的手法である

グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（Grounded Theory Approach:以下 GTA）

を用いて行った． 

3. 結果及び考察 
 分析の結果，大学生アスリートは「あが

ってしまうと感情のコントロールができ

ない状態に陥ってしまうが，現状を受け入

れ開き直ることによって自分の意思で動

けるようになる．そうやって自分を見つめ

直すことにより，“あがり”と上手く付き

合っていくことができるようになる．一方，

乗り越えることができない緊張やプレッ

シャーに直面した時にあがってしまい，感

情のコントロールができなくなる．すなわ

ち，“あがる”ことを免れ得ることはでき

ず，“あがり”に直面する度に自己を見つ

め直し，“あがり”を受け入れながら付き

合っていく」という仮説的知見を導き出し

た．本研究により導き出された概念図を 
図１に示す． 

4. まとめ 
 この研究では，「あがることは悪いこと

ではなく，あがりを経験することにより，

自分らしさを作り上げていく．」と言える． 


